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要

Acquired ilnmunodenciency syndrone(AIDS)に合

併 したサイ トメガロウイルス (CMV)網膜炎に対 し,新
しい抗ウイルス剤であるフォスカーネットが奏功 した 1

例について報告 した。症例は 41歳男性で,CMV網 膜炎
に対 しガンシクロビル点滴により鎮静化を得ていたが,

好中球減少などの副作用のため投与を中止 したところ,

2週間後に再燃 したため,フ ォスカーネット点滴を行っ
た。 2週間の初期投与により病変の速やかな消退がみら

れ,その後の 4週間の維持投与中も鎮静化 していた.副
作用として腎機能障害がみられたが,投与中止により正
常に回復 した。フォスカーネットは,ガンシクロビルと
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同様にAIDSに 合併 したCMV網膜炎に対 して有効な
薬剤である。しかし副作用として,フ ォスカーネットに
は腎機能障害,ガンシクロビルには骨髄抑制などがある
ため,いずれも長期にわたる投与が困難となることが多
い。したがって,眼症状や全身症状,副作用などに応 じ
て両者を使い分けて冶療していくことが有用と考えられ

た。 (日 眼会誌 98:71b-715,1994)
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Abstract
A 4l-year-old man with acquired immunode- retinitis associated with AIDS. Both drugs have

ficiency syndrome (AIDS) developed cytomegalovi- severe adverse events: foscarnet causes renal
rus (CMY) retinitis. Intravenous administration of dysfunction and ganciclovir causes myelosuppres-
ganciclovir arrested progression of the retinitis, but sion, that necessitated discontinuation of the thera-
it was discontinued due to side effects of severe py. We suggest that alternating ganciclovir and
anemia, neutropenia, and thrombocytopenia. foscarnet administration, switching to other treat.
Reactivation of CMV retinitis occurred two weeks ment on the basis of the clinical response and side
after stopping ganciclovir, and then foscarnet was efrects of the drugs, is an efficacious regimen for the
given intravenously. The response was prompt with treatment of CMV retinitis associated with AIDS.
resolution of the retinitis. There was no progression (J Jpn Ophthalmol Soc 98 : 710-715, 1994)

of retinitis during the treatment. The patient expe-

rienced renal dysfunction as a side efrect of foscar- Key words : Foscarnet, Cytomegalovirus retinitis,
net, but it was reversible. As with ganciclovir, fos- Acquired immunodeficiency syndrome,
carnet appeared to be an efrective drug for CMY Ganciclovir
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I緒  言

Acquired immunOdenciency syndrOme(AIDS)患 者

には,免疫機能の低下のために種々の日和見感染が生じ

る1).サ イトメガロウイルス (CMV)網膜炎はその代表
的なもので,AIDS患者の 10～ 30%と 高頻度に出現す
る。本症は一度発症するとほとんどが進行性で,放置し

ておけば失明に至る可能性が極めて高いため,早期発見,

早期治療が重要である。治療には,本邦では主にガンシ

クロビルが用いられているが,副作用として骨髄抑制を

来すため,長期投与が困難となることが多い。近年,欧

米では新しい抗ウイルス剤としてフォスカーネットが広

く用いられるようになってきている。今回我々は,AIDS
に合併した CMV網膜炎に対しフォスカーネットが奏功
した 1例を経験したので報告する。

II 症  例

患 者 :41歳,男性.

―
層壽χ宦罫
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既往歴・家族歴 :特記すべき事項なし。

現病歴 :1991年 3月 に微熱や体重減少,5月 には頸部

リンパ節腫脹などの症状が現れてきたため近医に入院し

た。血液検査で human immunodenCienCy ViruS(HIV)

抗体が陽性と判明したため,5月 23日 に東京大学医科学

研究所附属病院感染免疫内科に転院した。HIVの感染経

路としては,異性間の性的接触によるものと考えられた。

既にカリニ肺炎や末梢神経障害などを合併しており,

AIDSを発症している状態であった。入院時の血液検査

では, 自血球 (WBC)4,700/μ lで,CD4/CD 8リ ンパ球

比は 0.01,CD4陽性 リンパ球は 9/μ lと 著しく減少して

いた。全身検査の一環として 5月 27日 眼科を初診した.

初診時眼所見 :視 力は右 1.0(1.5× -0.25D),左

1.5(矯正不能).眼位,眼球運動に異常なし。両眼とも

前眼部,中間透光体,眼底に異常はみられなかった。

経 過 :カ リニ肺炎はスルファメトキサゾール・ トリ
メトプリム合剤とステロイ ド剤との併用治療で軽快し

た。その後,非定型抗酸菌症を発症したが,抗結核剤な
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どの治療により軽快し, 8月 1日 に退院した。退院後の

1か月毎の眼科検査では異常はみられていなかったが,

1992年 1月 27日 の検査で,左眼眼底の下耳側周辺部に

出血を伴 う自色の浸出性病変がみられ,CMV網 膜炎が
疑われた。病変はきわめて徐々に扇型に周囲に拡大して

いたが,周辺部にとどまっていたため,外来で経過観察
していた。1992年 6月 8日 の検査では,矯正視力は両眼
とも 1.5であったが,右眼の眼底後極部の上耳側血管に

沿って出血を伴う白色の浸出性病変が出現し,左眼の病
変も活動性が増し病変の範囲が後極部に追ってきてい

た。 6月 12日 の血液検査で CMV抗体価 (EIA法)は
IgGは 4,800倍以上,IgMは陰性,尿検査では shen vial
法によりCMV陽性細胞が 1,000個 以上 と多数検出さ
れ,臨床経過や特徴的な眼底所見などからCMV網膜炎
と診断した。自覚症状はないものの,放置しておけば病
変が黄斑部に広がり,視機能が障害される可能性が高い
と考えられたため再入院させた。以後の臨床経過を図 1

に示す。入院後,網膜炎が消退していく傾向がみられた
ので,加療せず 1週間毎に検査を行いながら経過をみて
いた。しかし, 7月 5日 には病変の増悪が認められたた

め,7月 7日 から初期投与として 1回あたり5 mg/kgの

ガンシクロビルを 1日 2回点滴静注した。網膜炎は徐々
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に消退していき,2週間後の7月 21日 からは投与量を 1

日1回 5 mg/kgの維持投与とし,両眼ともに網膜炎は鎮

静化した。ガンシクロビルの投与を開始する前の 6月 23

日から抗 HIV剤であるジドブジン(AZT)を 併用してお

り,その副作用と考えられる貧血が進行していたため,
濃厚赤血球の輸血などを行った。7月 24日 の血液検査で

WBCl,200/μ l(好中球 833/μ l)と , ガンシクロビルの

副作用と考えられる好中球減少などが認められたため,

7月 26日 ガンシクロビルの投与を中止した。輸血や顆粒

球コロニー刺激因子 (G‐CSF)の投与により骨髄機能の

回復をはかったところ, 7月 31日 にはWBC 4,900/μ l

(好中球 4,263/μ l)と 改善がみられたため,8月 1日 ガン

シクロビル点滴を再開した。しかし,8月 5日 に再び
WBCl,100/μ l(好中球 341/μ l)と 著しく減少したため

投与を中止した。

8月 10日 には鎮静化していた病変の周囲に自色の浸

出性病変が出現し,CMV網膜炎の再燃と考えられた(図
2a)。 CMVに よる肝炎や腸炎も併発していたため,全身
投与による治療が必要と考えられた。ガンシクロビル点

滴による治療が困難なことから, フォスカーネット点滴

による治療を試みることにした。患者にフォスカーネッ

トの効果や副作用などについて十分な説明を行い,治療

図 2 右眼の眼底病変の経過 .
aiガ ンシクロビル点滴中止後の再燃.鎮静化してい
た病変の周囲に,新たな白色の浸出性病変が出現して
いる.b:フ ォスカーネット初期投与後.病変は消退 し
てきている。c:フ ォスカーネット維持投与中.病変は

完全に鎮静化している。
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に対する同意を得た。初期投与として,8月 10日 から2

週間にわたり,190 mg/kg/日 のフォスカーネット(Fos‐

cavir ③:Astra lPharrnaceutical Products, Westbo‐

rOugh,Massachusetts)を 2,500m1/日 の輸液とともに

未梢静脈から持続点滴したところ,浸出性病変は速やか

に消退していき,網膜炎の著明な改善がみられた (図 2

b)。 8月 26日 からは,維持投与として 100 mg/kgに減量

し,1,000 mlの輸液とともに 1日 1回点滴した。血清ク

レアチニンはフォスカーネット投与開始時には0.7mg/

dl(正常値 0.6～ 1.l mg/dl)と 正常であったが, 2週間

後の8月 28日 には0.9 mg/dl, 5週 間後の9月 11日 に

は1.Omg/dlと ,正常範囲内ではあるが上昇傾向がみら

れた。 クレアチニン・クリアランスは, フォスカーネッ
ト投与開始時には75m1/分 (正常値 70～ 130m1/分 )と正

常であったが, 2週間後には46m1/分 , 5週間後にはさ

らに37m1/分 と低下していった.大量の輸液による浮腫

や,点滴刺入部の静脈炎による疼痛も出現してきたため,

投与開始から6週間後の9月 17日 に投与を中止した。こ

の投与期間中に貧血もみられ,濃厚赤血球の輸血などを

併用した。投与期間中は網膜炎は完全に鎮静化し (図 2

c),肝機能も改善,腸炎による下血なども消失していた.

フォスカーネット投与中止後は,再びガンシクロビルの

維持投与 (5 mg/kg/日 )を行い,網膜炎は鎮静化した状

態を維持している。血清クレアチニンやクレアチニン・

クリアランスは投与中止後徐々に回復していき, 2か月

後の 11月 13日 には血清クレアチニンは0.6 mg/dl,ク

レアチニン・ クリアランスは100m1/分 と正常化した。

III 考  按

CMV網膜炎に対する治療薬としては,ガンシクロビ
ルが有効で広 く用いられている

2)。 ガンシクロビルは

CMV感染細胞において三 リン酸化され,CMVの DNA
ポリメラーゼの基質であるデオキシグアノシン三リン酸

と競合的に拮抗することにより,CMVの DNA合成を
阻害するものである。しかし,virostatiCな 作用しかない

ため,AIDS患者では投与を中止してしまうと網膜炎の

再燃を来す可能性が高く,鎮静化させた後も長期にわた

る継続投与が必要となる。しかしながら, ガンシクロビ

ルには骨髄抑制作用があり,副作用として重篤な好中球

減少や血小板減少などを来すため,本症例のごとく長期

投与が困難となり,投与を中止せざるを得なくなること

が多い。そのため,輸血や G―CSFな どの造血因子,ス テ

ロイド剤の投与も併用されているが,輸血による副作用

や,ス テロイド剤による日和見感染の誘発などの副作用

のため,併用にも限界がある2)3)。 ガンシクロビルの硝子

体注射は,全身的な副作用を起こさずに行える有効な治

療法であるが,頻回に注射を繰り返す必要があり,ま た

全身のCMV感染症に対しては無効である2).ま た,抗
HIV剤 として広く用いられているAZTに も副作用と

CMV網膜炎に対するフォスカーネット治療・永田他 713
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図 3 ガンシクロビルおよびフォスカーネットの構造
式 .

して骨髄抑制作用があるため,ガ ンシクロビルとAZT
との長期の併用は困難である

4)。 さらに,ガンシクロビル

耐性株の出現も報告されており
5),他の抗ウイルス剤の

臨床応用が期待されていた。

フォスカーネットは, ピロリン酸誘導体で(図 3), ピ

ロリン酸結合部位においてウイルスのDNAポ リメラー
ゼとの直接作用により抗ウイルス作用を示すもので,

CMVだけではなく,ヘルペスウイルス科に属する単純
ヘルペスウイルスや帯状ヘルペスウイルス,EBウ イル
スなどにも有効であり,ま た HIVの逆転写酵素を阻害

する作用も有している
2)6)。 肝臓では代謝されず,ほ とん

どは尿中に排泄され,一部は骨に蓄積される。

臨床応用としては,まず,腎移植や骨髄移植後にみら

れるCMV感染症に対して有効であることが確認され
た。その後,AIDSに合併した CMV網膜炎においても検
討され,約 90%と きわめて高率に鎮静化が得られること

がゎかっスこ7)～ 12)。

AIDSに合併したCMV網膜炎に対する一般的な投与
方法としては,初期投与として,200 mg/kg/日 を持続点

滴する方法 (持続投与法)と ,60 mg/kg/回 を 8時間毎に

点滴する方法 (間歌投与法)と があり,いずれも2～ 3

週間続ける。その後,維持投与として 90～ 120 mg/kgを

1日 1回毎日投与する
8)-12)。

副作用としては,血清クレアチニンの上昇やクレアチ

ニン・ クリアランスの低下などの腎機能障害と貧血が主

要なもので,その他に頻度としては少ないが,電解質異

常やけい攣,血栓性静脈炎などが報告されている2)8)～ 12)。

腎機能障害を軽減させるために,持続投与法では約

2,500 ml,間歌投与法では 500～ 1,000 ml程 度の生理食

塩水や 5%ブ ドウ糖液などの輸液とともに投与するこ
とが必要である

13).腎機能が低下した場合においても,そ

の程度に応じて投与量を減量または投与を中止すること

により回復するとされている。lMacGregorら
14)は,特殊

な症例ではあるが,腎不全を合併して既に透析を行って

いるAIDS患者に合併した CMV網膜炎に対して,フ ォ
スカーネットの血中濃度をモニターしながら,それに応

じて投与量を増減させることにより,腎機能障害をでき

0

N

リ

H°Ct/0＼
|

Y  N
I

HOCH2

ガンシクロビル



714

表 1 ガンシクロビルとフォスカーネットとの比較

日眼会誌 98巻  7号

だった症例に対 して,両者を同時に投与することにより,

あるいは一 日おきに交互に投与することにより,効果が

得 られたとの報告 もなされている17)-19)。 今後 ,副作用が

で きるだけ少なく, しかもより有効な投与法についての

検討が期待される。
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